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　両チームともマンツーマンDefで試合が始まる。若水中は、出だし堅い守りから相手のミスを
誘い速攻などで得点を重ねていく。それに対し、京都精華中は、＃６、＃１２のゴール下の
シュートやOffリバウンドを支配し、攻撃のリズムを取り戻し１Ｑは１６－１６の同点で終了す
る。
　２Ｑは、京都精華中が１Ｑのリズムを引き継ぎ、ゴール下のシュートで着実に得点をしてい
く。また、デフェンスも機能しだし、若水中に４分間得点を与えない。ここで若水中がタイム
アウトを取り、デフェンスをオールコートゾーンプレスに変え相手のボールを取り、得点に結
びつけるが、京都精華中も慌てずに対応しシュートを入れ返し、３３－２６の７点リードで前
半を終える。
　３Ｑは、開始から若水中＃７の３Ｐ２本を含む外からのシュートが決まり出し、残り５分で
同点に追いつく。そこからは、一進一退の攻防が続くが、終了間際、京都精華中の＃４の３Ｐ
で４７－４５の２点リードで両チーム４Ｑに勝負をかけることになる。
　４Ｑ、開始早々若水中＃７が５ファールで退場となるが、３点差前後での攻防が続く。しか
し、残り４分に＃１０も５ファールで退場となり、５４－６０の６点ビハインドでタイムアウ
ト。その後、ゾーンプレスを仕掛けるが京都精華中もしっかりと対応し、逆転を許さなかっ
た。最終的に６７－６３で京都精華中が準決勝に進出した。
　両チームともデフェンスを一生懸命に頑張り、ルーズボールを最後まで追う姿には拍手を送
りたい素晴らしいゲームであった。


